
　 梅のつぼみもほころび始め、春の訪れを感じる季節となりました。 3年生はいよいよ中学校生活の集大成の時

期を迎えています。2月10日からの私立高校入試、そして17日からの公立高校入試と、生徒たちは自らの進路を

切り拓くために、これまで培ってきた力を全力で発揮してまいりました。緊張感のある日々を乗り越え、一回りたく

ましくなった姿に、確かな成長を感じています。

　　進路の選択という大きな山場を越え、学校では卒業に向けた「特別日課」がスタートします。ここから3月11日の

第５４回卒業証書授与式までの期間は、3年間を振り返り、お世話になった学校施設の清掃活動や、地域防災を学

ぶ避難所開設訓練、そして卒業式の練習などに取り組む大切な時間です。

　　義務教育9年間の最後を飾る卒業式が、生徒一人ひとりにとって最高の晴れ舞台となるよう、教職員一同、温か

く見守り、指導してまいります。保護者の皆様におかれましても、残りわずかな中学校生活を支えていただきますよ

うお願いいたします。

　 ２月１０日（火）、今春入学予定の6年生が本校を訪れ、一足早く中学校生活を体験しました。はじめに 中学校

担当教師の誘導のもと、各クラスごとに校舎内で行われている授業を見学しました。先輩たちが学ぶ姿を、少し

緊張した面持ちで、それでも興味深そうに見つめる様子が印象的でした。続いて体育館に戻り、生徒会本部役員

による中学校の学校生活や行事について具体的な説明がありました。最後に、もうすぐ「先輩」となる1年生が合

唱「COSMOS」を披露。体育館いっぱいに響き渡る迫力ある歌声を6年生に送り届けました。 緊張の中にも元

気があり、メリハリのある立派な姿を見せてくれた６年生の皆さん。４月の入学式で、制服姿の皆さんにお会い

できることを楽しみにしています。

　 ２月３日（火）、市内6校の特別支援学級に所属する生徒がが集まり、「卒業を祝う

会」が座間アリーナで行われました。 他校の友だちと4色の混合チームを作り、ボー

ル回しリレーやドッチビーを使用したドッチボールで対戦。広いコートで体を動か

し、スポーツを通じて爽やかな交流の時間を楽しみました。

　 会の最後には、卒業生全員から在校生へメッセージが送られ、在校生からは心の

こもった手作りのプレゼントが手渡されました。 卒業生の立派な姿と、それを祝福

する在校生の温かい気持ちが一つになった、思い出深い行事となりました。

HIGASHI TIME
　 冷たい風の中にも、柔らかな春の日差しが感じられるようになってきました。 今、校内を見渡すと、それぞれの

学年が「次の季節」に向かい、少しずつ準備をしている姿があります。

　 3年生の教室からは、進路選択に向かう緊張感とともに、仲間と過ごす残り少ない日々を大切にしようという温

かい空気が伝わってきます。自らの進路を切り拓こうとするその背中は、下級生たちにとって何よりの道しるべで

す。 1・2年生は、そんな先輩たちの姿を目に焼き付けながら、委員会活動や部活動の中心として頼もしく成長して

きています。伝統のバトンは、確実に受け継がれようとしています。3月は「別れ」と「旅立ち」の季節であると同時

に、4月からの新しい出会いへの準備期間でもあります。生徒たちが心身ともに健康に、この一年のゴールテープ

を切れるよう、ご家庭でも励ましのお声がけをお願いします。
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　 昨年末に実施いたしました学校評価アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。集計結果の概要と、今後の改善

に向けた取り組みについてご報告いたします。

　 学校生活全般について、生徒アンケートでは「学校生活や行事が楽しい」との回答が全学年で8割を超え、特に3年生では昨

年度を上回る90％前後となりました。 保護者の皆様からも、行事公開の推進により教育活動への理解が進んだと約7割の肯

定的な評価をいただきました。 発足3年目のボランティア組織「Ｅ．Ａ．Ｓ．Ｔ」による学習支援等の活動も着実に成果を上げて

おり、今後も地域と連携した教育活動を継続します。

　 学習面では、学習用タブレット等のICT活用については、昨年度に続き高い水準で肯定的な回答が得られました。 一方で、

授業の理解度や家庭学習の習慣化については、課題が見られます。 生徒が主体的に学びを深められるよう、学校全体で授業

改善と学習習慣の定着に向けた指導の工夫に注力してまいります。

　 生活面では、2年生で「学校の決まりを守る」肯定回答が86.7％に達するなど、高い規範

意識は本校の強みです。 今後の課題としては、SNS利用に関する指導やいじめ・不登校の

予防、心身の健康情報の家庭への発信強化（肯定回答5割程度）が挙げられます。 

　 今回の結果を真摯に受け止め、情報発信力の向上に努めるとともに、家庭・地域のご協

力をいただきながら生徒の成長を支えてまいります。

　　二次元コードから学校評価アンケートの詳しい内容がご覧いただけます。
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　「そのままの君で」

　 最近の授業では、日本の伝統文化に触れる機会が多くありました。

   全学年の音楽の授業では箏の演奏に挑戦し、学校に美しい和の音

色が響いていました。２～３人に１台の箏が用意され、順番に「さくら」

の曲を楽しく演奏していました。（箏は地域の方からも寄贈していた

だきました。誠にありがとうございました。）

　  また、２年生の国語では短歌の学習として百人一首に取り組みま

した。独特のゆったりとした読み上げの声に合わせて、身を乗り出し

て楽しそうに札を取り合う姿が見られました。

　いよいよ３月１１日（水）の卒業式が目前に迫り、卒業生を送り出す温か

い雰囲気に包まれています。現在、在校生は卒業生へこれまでの感謝の

気持ちを伝えるため、教室の装飾物作成や式練習、合唱練習に一生懸命

に取り組んでいます。今年度も在校生から卒業生に贈る合唱曲は「その

ままの君で」です。在校生の練習では３年生に心のこもった歌声を届けよ

うと、練習を重ねるごとにそれぞれの声が少しずつ重なり合い、体育館

いっぱいに響き渡る力強いハーモニーへと成長してきています。（１年生

は卒業式当日は参加できませんが、その分、卒業式の予行練習で            

２年生とともに、卒業生へ感謝の思いを精一杯、贈ります。）
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